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1 は じめ に

セイヨウナシ `ラ・フランス'は、山形県の特産果樹

として人気も高く、県内各地に導入が進められ、近年生

産量が急増してきた。しかし、生産量の増加とともに食

味のバラツキが指摘されるようになり、品質と食味の均

質化が課題となつている。そこで、品質が高く、良食味

の果実生産を目的として、樹勢と着果条件の違いによる

果実品質への影響を検討したので報告する。

2試 験 方 法

試験 1:樹勢の強弱と果実品質および食味の関係

材料として、14年生の開心形仕立て `ラ・フランス'

/ヤマナシを用いた。各樹勢の `ラ・フランス'を写真 1

に、樹体生育を表 1に示した。果実は、2002年 10月 5

日、8日、11日、16日、19日に樹の外周部から収護し、

直ちに 2℃で 15日間予冷後、15°Cで追熟した。果実品質

は収穫時および可食期に達した時点で調査した。
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写真 1 樹勢別の生育状況
左 :樹勢弱、中 :樹勢中庸、右 :樹勢強

表 1 樹勢別の樹体生育

た。その後、亜主枝上のすべての果実にラベリングし、

同部位の結果枝について、長さ、太さ、着生位置、枝齢

を調査した。あわせて、果そう葉数、果台枝長を調査し

た。6月上旬には、果実の横径を調査した。結果枝の向

きは、地表面からみて、その伸長方向を5方向 (上向き・

斜め上向き・横向き・斜め下向き・下向き)に区分し評

価した。収穫と予冷追熟は、表2のように行い、 1果ず

つ果実品質について調査した。

表 2 年次別の収穫および追熟伏況

L次
可 ギ 飩 絣 蔽 T― 諏 ポ 魃 罰

2000 10/18・ 19 165166 15～ 18日間 11日 間
2001  10/H   166   20日 間  13日間 のち 1日 間
2002  10/15   179   30日 間  12日間 のち4日 間

3試 験 結 果 お よ び 考 察

試験 1:樹勢の強弱と果実品質および食味の関係

樹勢と果実品質および食味の関係について表 3に示し

た。樹勢が中庸な樹は、香りが多く、食味が良かつた。

樹勢の弱い樹と強い樹は、香りが少なく、食味が劣る傾

向にあつた。

樹勢と内部褐変の発生率および食味について図 1に示

した。樹勢が弱い樹では、内部褐変の発生が早く、樹勢

が強い樹では、食味の向上する時期が遅かつた。このこ

とから、食味と内部褐変を考慮した場合の収穫期間は、

樹勢が弱い樹と強い樹で短くなると考えられた。

試験 2:着果条件と果実品質および食味の関係

着果条件と果実品質および食味の関係について表 4に

示した。結果枝長は、極短果枝、短果枝で糖度が高い傾

向であつた。果枝径では、径が大きいほど一果重および

精度が高く、食味もやや上回る傾向で、5～ 611■程度の太

さが良いと考えられた。結果枝の枝齢については、一果

重では、若齢枝で果実が小さい傾向があるが、枝齢が古

くなると、若干糖度、食味が低下し、バラツキもみられ

ることから、結果部位の更新は、3～4年を目途にすすめ

ることが必要と考えられた。果そう葉数は、2枚以下で
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試験 2:着果条件と果実品質および食味の関係

試験は2000～2002年の3カ 年行つた。材料として、38

年生および14年生の開心形仕立て `ラ・フランス'/ヤ

マナシを用いた。3カ 年ともに6月中旬に仕上げ摘果し
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は一果重が劣り、 4枚以上になると各項目ともほぼ同程

度であつたことから、着葉枚数 4枚以上の結果枝を選ぶ

ことが良いと考えられた。結果枝の発出方向では、下向

きより上向きになるにしたがい糖度、食味も高くなる傾

向で、果実の肥大も良かつた。しかし、斜め上から上向

きの結果枝は、落果しやすく、傷がつきやすいことから、

斜め下から斜め上に伸長している結果枝に着果させるこ

とが必要と考えられた (データ省略)。

6月上旬の果実横径は、収穫時の果実品質、食味と関

係があり、横径が大きいほど、収穫時の果実は大きく、

糖度、食味ともに高まる傾向であつた。また、横径が大

きいほど種子数が多い傾向であつた (表 5)。

表3 樹勢の違いと果実品質・食味との関係(2002年 )Z

4ま と め

以上の結果から、セイヨウナシ `ラ・フランス'にお

いて、品質が高く、良食味の果実生産が可能な樹勢は、

目通りの側枝先端新梢長が 50～ 60cll程度で、適度に徒長

枝の発生がみられる中庸な樹勢の樹が良いと考えられた。

着果させる結果枝は、地面に対して斜め下から斜め上に

伸長している結果枝で、果そう葉が4枚以上着生してい

る太めの極短果枝と短果枝が良いと考えられた。また、6

月上旬の仕上げ摘果時に横径が大きい果実を残すことで、

その後の果実肥大も良く、食味の良い果実が多くなると

考えられた。

1果重   糖度   酸度
100mD 香り

弱   3102  151   016  29  39  86 30  33
中庸   3619   149   017   36  37  38  31  32
3蜜      3539      145      014     3 1    32    33    34     36

Zデ
ータは各樹勢において内部褐変の発生が無く、食味が最も良い収穫日(樹勢弱 :10月 H日 、
樹勢中および樹勢強 :10月 16日 )のもの。
y肉
質 5良～1不良、 香り・果汁・甘味・酸味 5多～1少、 総合 5良～1不良

表4 結果伎等着果条件と果実品質および
食味との関係 (2002年 )

極短果枝 3188 21  148  35
短果枝  3233 20  147 35

果枝長
Z  
中果枝  3107 19  145 35
長果枝  3258 19  144 37
発育枝  3761 19  144 34

内部褐変発生率 '  '樹勢33

食味 一 樹勢弱

,・・・,樹勢中庸■■■樹勢強

― 樹勢中庸 B 樹勢強
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4未満  2959 19  141 35
4-     304 6    1 9     14 2    3 5

4 5-   303 6   2 0    14 3    34
5 0～    312 4   2 0    14 4    3 6

55-   317 7   2 1    144    36
60-   307 1   2 2    144    35
65-   3242   2 1    143    3 6
2     2898   2 1    144   35
3     3105   1 9    143   35
4     3088   20    142    3 5
5      316 3   2 0    14 2    3 4

6     3224   20    142   35
7     324 0   2 1    138    3 3

10/5   10/8   10/11   10/16  10/19

収績曰

図1 樹勢の違いと内部褐変発生率および

食味の関係 (2002年 )
Z5良
、4やや良、3普通k2やや不良、 1不良の

5段階で判定

表5 6月 上旬の果実横径と果実品質 (2001年 )

結果枝枝齢

(年 )

分類 1量「 雪」♂:晟)寵ζ嘉

果そう葉数
(枚 )

～2    2758   2 1    143   34
-3    3022   20    144   35
～4   3118   20   142   35
～ 5    311 9   2 0    14 2    3 5

～6    3190   20    14 2    36
～7    3027   2 0    144    36
7 1-    319 8    2 0     14 3     3 5

Z極
短果枝 lcm以 下、短果枝 11～ 5cm、 中果枝51～
10cm、 長果枝 101～ 20cm、 発育枝 20 1cm以 上
y5良
～ 1不良

横径 種子数 1果重 糖度  酸度  食嘱
(mm)(個/果)(g)(° B五0(g/100mD(指数)
-23    23   2644  137   0 19    33
-24    30   2996  140   0 19    34
-25    37   3094  141    019    35
-26    46   3225  141    0 19    35
-27    58   3402  143   0 19    36
-28    6_0   351 8  143    0 19    37

281-   71   3897  144   019    39
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